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自動車を支える素形材
The Sokeizai Industry spport Automotive.

PC・携帯電話を支える素形材
The Sokeizai Industry support PC&Mobile phone.

自動車は、鋳物（エンジン）、鍛造品（トランスミッション）、金属プレス品（ボ
ディ）などの素形材を始めとする２万点以上の部品で作られている。
The car is manufactured with parts in 20,000 points or more.

自動車に使われる金型は2,000～3,000組（一台当たり１０万円分の金型）。
The Mold&Die  used for the Automotive  is 2,000‐3,000. 

素形材製品の性能が工業品の競争力の源泉



鋳造
金属を溶かして、製品形状
の鋳型に流し込んで固める。

鍛造
金属をプレスやハンマーで
力を加えて目的形状に変形
させる。

プレス加工
板材をプレス機械で加圧して
金型形状に変形させる。

粉末冶金
金属の粉末を金型に入れて
押し固め、さらに焼き固め
る。

主な加工方法

主な関連技術

金型
金型は、プレス加工などに
欠かせないものです。

熱処理
適正に加熱したり冷却して
素材に特性を持たせます。

素形材は、金属などの素材に熱や力を加えて、形状を与えた部品や部材。
素材に形状を与える加工法は、鋳造、鍛造、プレス加工、粉末冶金など。
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液相 固相
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鋳造、ダイカスト（Casting，Die Casting）

ブレーキディスクローター デジタルカメラの筐体

エンジンカバー

ダイカスト製品

シリンダーブロック

工作機械のベット

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.geocities.co.jp/MotorCity/6502/DSC002321.JPG&imgrefurl=http://www.geocities.co.jp/MotorCity/6502/index057.htm&h=480&w=640&sz=34&hl=ja&start=12&tbnid=URnZcikTforc0M:&tbnh=101&tbnw=135&prev=/images?q=%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%80%80%E9%8B%B3%E9%80%A0&svnum=10&hl=ja&lr=&rls=GGLG,GGLG:2005-37,GGLG:ja
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鍛造（Forging）

クランクシャフト

コンロット

リングロール
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金属プレス加工（Metal Stamping）

リードフレーム
ブレーキペダル

ドアパネル

プレス部品
サスペンション

口紅のケース

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.marusun-g.co.jp/seihin/images/door3.jpg&imgrefurl=http://www.marusun-g.co.jp/seihin/press.html&h=167&w=236&sz=10&hl=ja&start=8&tbnid=35qh5AgQj4v65M:&tbnh=73&tbnw=104&prev=/images?q=%E3%83%89%E3%82%A2%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%80%80%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A&svnum=10&hl=ja&lr=&rls=GGLG,GGLG:2005-37,GGLG:ja&sa=G
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.ibeautystore.com/images/lauramercier/lip-colour2_80.gif&imgrefurl=http://www.ibeautystore.com/pdt_detail.asp?pid=20561&h=80&w=80&sz=2&hl=ja&start=2&tbnid=WsQEKCdIwqu4DM:&tbnh=70&tbnw=70&prev=/images?q=%E5%8F%A3%E7%B4%85%E3%80%80%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%B9&svnum=10&hl=ja&lr=&rls=GGLG,GGLG:2005-37,GGLG:ja&sa=G
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金型（Dies & Mould）

自動車ボディ用金型

モーターコア用金型金型部品

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://j-net21.smrj.go.jp/info/shitauke/subcon_e/instance/2802osaka/img/2802p1.jpg&imgrefurl=http://j-net21.smrj.go.jp/info/shitauke/subcon_e/instance/2802osaka/&h=232&w=300&sz=21&hl=ja&start=21&tbnid=QHtVEzt4EFE9QM:&tbnh=85&tbnw=111&prev=/images?q=%E9%87%91%E5%9E%8B%E9%83%A8%E5%93%81&start=20&ndsp=20&svnum=10&hl=ja&lr=&rls=GGLG,GGLG:2005-37,GGLG:ja&sa=N
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://https://job.mycom.co.jp/img06/advance/71065-a1-3.jpg&imgrefurl=https://job.mycom.co.jp/06/pc/visitor/search/corp71065/employment.html&h=180&w=240&sz=40&hl=ja&start=1&tbnid=P6cDUXejSxsDTM:&tbnh=78&tbnw=104&prev=/images?q=%E9%87%91%E5%9E%8B%E8%A3%BD%E9%80%A0%E3%80%80%E7%8F%BE%E5%A0%B4&svnum=10&hl=ja&lr=&rls=GGLG,GGLG:2005-37,GGLG:ja


鉄鋼業
11兆円
7.4万人

非鉄金属業
3.2兆円
2.4万人 素材産業

鋳造
1.0兆円
6.1万人

鍛造
0.5兆円
1.8万人

金型
1.1兆円
9.1万人

熱処理
0.3兆円
1.5万人

素形材関連機器等
2.5兆円
13.5万人

川 上

川 下

素形材産業

産業機械
24兆円
92万人

情報通信機器
13兆円
21万人

自動車
19兆円
16万人

８兆円
４３万人

３.6万事業所

ﾌﾟﾚｽ加工
1.7兆円

8.4万人

粉末冶金
0.3兆円
1.1万人

素形材
関連産業

素形材産業の規模、位置づけ

ダイカスト
0.6兆円
2.6万人

組立産業



鋳造
47%

鍛造
21%

金属ﾌﾟﾚｽ
24%

粉末冶金
8%

出荷額

4.5兆円

鋳造
42%

鍛造
10%

金属ﾌﾟﾚｽ
42%

粉末冶金

6%就業者数

18万人

金型・木型

31%

熱処理

7%

鋳造機械

1%

鍛圧機械

13%

金属機械部品

17%

工業炉

5%

素形材製品

26%

出荷額

3.9兆円

金型・木型
41%

熱処理
7%

鋳造

機械
1%

鍛圧機械
8%

金属機械部

品
23%

工業炉
1%

素形材製品
19%

就業者数

22万人
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素形材産業と素形材関連産業

素形材関連産業

素形材産業
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素形材製品の需要構成（新素形材産業ビジョンから）

素形材産業のいずれの業種においても、主な需要先は自動車用である。

鋳造
ダイカスト 鍛造

粉末冶金
金属プレス
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素形材産業の生産は、バブル経済崩壊後、1991年をピークに頭打ち。
現在は、リーマンショック前の水準を取り戻せていない。

素形材生産額の推移
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素形材産業の事業所数は1990年頃をピークとし、その後縮小傾向。
1990年から2010年の20年間で、鋳造は半減、ﾌﾟﾚｽ、金型も約4割減。

素形材製造事業所数の推移
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素形材産業の従業員数は1990年頃をピークとし、その後減少傾向。
1990年から2010年の20年間で、鋳造は35%減、ﾌﾟﾚｽ、金型で20%減。
従業員の少ない小規模事業者が先に廃業している。

素形材製造従業員数の推移



素形材産業の位置づけ 要旨

素形材産業を取り巻く
外部環境の変化

●少子高齢化という社会構造の変化によって、内需は成熟化し、労働
力資源は希少化が進展。

●国内のものづくりが国外と比較して割高に。

●アジア等の新興国は安価な労働力やインフラを活用した生産拠点
から、急速な進展に伴う大きな需要地（市場）として存在感を高めてい
る。

素形材産業の現状と課
題

●自動車メーカーなどのユーザー企業の海外生産（現地調達）が急速
に進展し、国内需要は縮小。

●韓国等の新興国の輸入増加。企業の再編・集約は進まず、過度な
コスト競争から低収益構造化。

●自動車産業に多く依存、下請け体質で脆弱な中小企業が多い。

16

素形材産業の現状と課題（新素形材産業ビジョンから）
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素形材産業が目指すべき方向性（新素形材産業ビジョンから）

素形材産業が目指すべき方向性

１．世界で勝てる技術力を持つ
（競争力の源泉、技術革新の継続、技術力で差別化）

２．仕事の幅を広げて、付加価値を高める
（単工程の下請け形態からの脱却、前・後工程の内製化、付加価値向上、提案力・営業力の
向上）

３．魅力的なものづくりの現場で魅力的な人材を育てる
（職場環境の整備、３Ｋ工程の自動化・省人化、女性を含む幅広い人材の確保、人材育成
リソース活用）

４．健全な取引慣行で強靭なサプライチェーンを作る
（健全な取引慣行＝資源の最適配分⇒強靭なサプライチェーン、取引ガイドラインの徹底）

５．自らの仕事をもっと世の中に発信する

６．海外市場を取り込み「グローバル企業」を目指せ！
（国内にしかりとしたものづくり現場を維持した上で、海外需要の確保を目指した展開、グロー
バル・ニッチトップ企業を目指す）
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素形材企業の海外展開状況（新素形材産業ビジョンから）

47.0%

39.1%

46.5%
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している 検討中 検討していない

METIのアンケートに回答した素形材企業の約半数が既に海外進出を済ま
せている一方で、検討していない企業も約半数存在。
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海外進出済みとする素形材企業のほとんどが自らの海外拠点を設置、また
進出先国としては、中国、タイと続き、アジア圏だけで全体の４分の３。

素形材企業の海外展開状況２（新素形材産業ビジョンから）

（備考）１．素形材産業室調べ
２．素形材関係団体に属する企業へのアンケートによる

［単位：社］
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進出形態は、全般的に単独出資が多い。他社資本との合弁は、中国やアセ
アン諸国、インドで多い。欧州は単独出資か業務提携。

素形材企業の海外展開状況３（新素形材産業ビジョンから）

（備考）１．素形材産業室調べ
２．素形材関係団体に属する企業へのアンケートによる

（件）
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今後、海外での事業規模の拡大を考えている企業は約４割、特に、鍛造、金
属プレス、粉末冶金での割合が高い。

素形材企業の海外の事業展開方針（新素形材産業ビジョンから）

（備考）
１．素形材産業室調べ
２．素形材関係団体に属する企業への

アンケートによる
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素形材企業の海外展開理由（新素形材産業ビジョンから）
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19.5%
18.9% 12.5%

19.7%

30.2% 33.6%

50.5%

35.7% 40.1% 41.1%
45.8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度

現地の製品需要

日系企業の進出実績

良質で安価な労働力

近隣三国の製品需要

税制、融資等の優遇措置

部品等の現地調達

日本への逆輸入が可能

社会資本整備

土地等の現地資本

産業育成、保護政策

技術者の確保

中小企業の多い素形材産業も、安さを求めた海外展開ではなく、海外需要
を確保するための海外生産が進展。
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素形材企業の海外展開は約4割が単独での拠点設置、塑性加工（鍛造、金
属プレス）は現地資本との合弁も多い。

素形材企業の海外展開の類型（新素形材産業ビジョンから）

（備考）素形材産業室調べ
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素形材企業の海外展開と企業規模の関係（新素形材産業ビジョンから）

（備考）１．素形材産業室実施アンケートによる。
２．アンケート回答のうち、売上高100億円以下、国内従業員数500人以下の条件で作成。

素形材分野において、企業規模と海外展開の有無には相関はない。
⇒中小企業であっても海外展開を成功させることはできる。
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素形材産業の海外展開への取り組み（新素形材産業ビジョンから）
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（備考）平成24年度中小企業白書

多くの中小企業にとって、海外での生産拠点の設置は、むしろ国内拠点の
高度化や雇用者の拡大につながる側面が大きい。
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素形材産業の海外展開への取り組み（新素形材産業ビジョンから）

素形材産業の海外展開への取り組み

【業界】海外展開に必要な情報収集
（セミナーやミッションへの参加、海外展示会の視察・出展、ユーザー企業からの情報収集等）

【業界】Ｆ／Ｓ調査の実施
（綿密な海外展開計画の作成、リスクの低減化）

【業界】業界団体における海外情報の収集、企業のサポート（及び情報蓄積）
（業界固有の原材料に係る環境規制等の業界特有の問題点解決のサポート）

【政府】政府及び政府機関の支援施策紹介、素形材海外ミッションの継続
（日本貿易振興機構、中小企業基盤整備機構との連携、ＪＥＴＲＯ等と協力して、海外展示会
のジャパン・パビリオンの設置や海外企業との商談会実施）



投資環境を説明するファンFIA局長（当時）

裾野産業の重要性を話す坂場駐越大使（当時）

ベトナム商工省との素形材対話

第１回素形材ベトナム訪問ミッション



日系機械企業の視察 現地金型企業の視察

現地金属加工企業の視察

日系金型企業の視察

第１回素形材ベトナム訪問ミッション２



29

素形材産業海外ミッションのベトナム訪問

ＭＥＴＩの素形材産業ミッション

【第１回】平成21年3月15日～3月22日（事務局；素形材ｾﾝﾀｰ）
●参加者；鋳造５、ダイカスト３、鍛造３、プレス３、金型２、熱処理３、鋳造機械２、政府４
●訪問先；日本大使館、商工省、計画投資省、ＪＥＴＲＯ、ホーチミン日本商工会

日系ﾕｰｻﾞｰ７社、日系素形材４社、ﾍﾞﾄﾅﾑ素形材６社
◎期待できないﾍﾞﾄﾅﾑの裾野産業育成策、投資優遇策（ﾊｲﾃｸのみ）、ﾕｰｻﾞｰ産業の未成熟、投
資環境整備の遅れ、素形材産業政策対話

【第２回】平成21年10月25日～11月1日（事務局；素形材ｾﾝﾀｰ）
●参加者；鋳造３、ダイカスト１、鍛造３、プレス４、金型５、熱処理１、鋳造機械２、行政１、ｾﾝﾀｰ２
●訪問先；計画投資省外国投資局及び企業開発局、商工省重工業局及び裾野産業振興局

日系ﾕｰｻﾞｰ８社、日系素形材５社、ﾍﾞﾄﾅﾑ素形材等５社

◎裾野産業育成の体制整備が始まる、加速を期待、税制等の法制度は複雑、インフラ整備もま
だ不足、ＪＥＴＲＯのＢＳＣが開所、政策対話もﾍﾞﾄﾅﾑ側窓口も定まる

第３回は平成22年度、第４回は平成23年9月11日～9月17日（参加15社）

【第５回】平成24年9月30日～10月6日
●参加者；鋳造６、ダイカスト２、鋳鍛鋼２、熱処理２、工業炉１
●訪問先；ＭＥＴＡＬＥＸ展、ＪＥＴＲＯ、野村ハイフォン工場管理会社、日系及び現地企業

素形材海外ミッションの目的； 双方の産業育成に資するべく、我が国素形材産業の国際展開
（海外直接投資、輸出入取引機会の増大、現地企業への技術支援等）を支援する。
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ご清聴ありがとう
ご ざ い ま し た 。

（Cam on.）

，、
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